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大
庭
脩
編
著

『木
簡
―
古
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ｋ
ン
ー
』

九

山

裕

美

子

編
著
者
大
庭
脩
氏
に
は
、
す
で
に
本
書
と
同
じ
く

一
般
向
け
の

「木
簡
」
概

説
書
で
あ
る

『木
簡
』
（学
生
社
、　
一
九
七
九
年
）
と

『木
簡
学
入
門
』
（講
談
社

学
術
文
庫
、　
一
九
八
四
年
）
の
著
書
が
あ
る
。
前
二
書
は
、　
一
九
七
九
年
の
木
簡

学
会
の
発
足
に
結
実
す
る
日
本
史
に
お
け
る

「木
簡
学
」
の
萌
芽
に
対
し
、
東

洋
史
の
立
場
で
長
年
木
簡
に
親
し
ん
で
き
た
大
庭
氏
が
、
木
簡
全
般
に
つ
い
て

の
入
門
書
と
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
、
い
き
お
い
氏
が
専
門
と
す
る
中
国
の
木

簡
に
つ
い
て
の
記
述
が
中
心
で
あ
っ
た
。
今
回
、
日
本
史
の
研
究
者
で
、
し
か

も
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
実
際
に
木
簡
の
発
掘

。
整
理

・
解
読
に
携
わ
っ

て
い
る
舘
野
和
己
氏
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
て
、
中
国
の
木
簡
と
日
本
の
木

簡
と
の
概
説
が

一
書
に
ま
と
ま
っ
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
中
国
編
と
日
本
編
と
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
編

著
者
に
よ
る
導
入
部

「歴
史
の
証
人
―
木
簡
」
が
置
か
れ
、
文
献
で
は
わ
か
ら

な
い
日
常
生
活
の
細
部
を
明
ら
か
に
す
る
木
簡
研
究
の
面
白
さ
と
、
歴
史
の
枠

組
み
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
な
い
木
簡
研
究
の
限
界
と
を
指
摘
す
る
。

第

一
部
は

「中
国
の
木
簡
と
竹
簡
」
。
ま
ず
Ｉ

「中
国
木
簡
の
特
殊
性
」
（大

庭
）
で
、
本
簡
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
漠
字
の
語
義
の
説
明
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
木
簡
の
形
状
と
用
途
に
つ
い
て
の
解
説
を
手
際
よ
く
行
う
。
つ
い
で
出
土

木
簡
を
、
発
掘
さ
れ
る
場
所
か
ら
、
Ⅱ

「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
木
簡
」
（大
庭
）
と

Ⅲ

「墓
葬
の
木
簡
」
（大
庭
）
と
に
分
け
て
解
説
す
る
。
Ⅱ
で
は
、
中
央
ア
ジ

ア
探
検
の
軌
跡
と
と
も
に
致
違
漢
簡
、
居
延
漠
簡
、
尼
雅
晋
簡
な
ど
の
出
土
と

研
究
状
況
が
語
ら
れ
る
。
Ⅲ
で
は
墓
葬
の
木
簡
を
書
籍
、
副
葬
品
リ
ス
ト

「遣

策
」
、
文
書

・
帳
簿
に
分
類
し
た
上
で
、
雲
夢
秦
簡
、
武
威
漢
簡
、
銀
雀
山
漢

簡
な
ど
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
最
新
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
と
し
て
、
江
蘇
省
青
海
県
テ

湾
出
土
の
地
方
行
政
を
示
す
漢
簡
や
長
沙
走
馬
楼
の
古
井
戸
出
土
の
三
国
呉
の

木
簡
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
。
Ⅳ

「木
簡
か
ら
漢
代
の
政
治
と
生
活
を
読

む
」
に
お
い
て
は
、
「辺
境
警
備
の
行
政
機
構
」
（鵜
飼
昌
男
）
と

「辺
境
防
衛

の
な
か
で
の
生
活
」
（門
日
明
）
で
、
漢
代
の
対
匈
奴
防
衛
線
の
候
官

（軍
事
拠

点
）
と
峰
隧

（見
張
り
台
）
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
政
治
と
人
々
の
生
活
と
が
、

居
廷

・
教
違
漢
簡
か
ら
生
き
生
き
と
復
元
さ
れ
る
。
各
種
帳
簿
類
か
ら
、
辺
境

で
の
俸
給
、
人
事
や
上
計
制
度
が
、
文
書
類
か
ら
地
方
行
政
の
実
態
が
、
ま
た

下
級
官
人
の
読
み
書
き
レ
ベ
ル
や
休
暇
、
病
気
、
暦
に
よ
る
占
い
な
ど
生
活
の

断
面
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
Ｖ

「中
国
木
簡
研
究
の
今
後
」
（大
庭
）

で
は
、
発
掘
担
当
者
に
よ
る
写
真
と
釈
文
の
迅
速
な
発
表
が
望
ま
れ
る
こ
と
、

外
国
人
研
究
者
と
し
て
公
表
さ
れ
た
木
簡
を
利
用
し
て
研
究
す
る
場
合
の
心
構

え
、
木
簡
の
保
存
の
問
題
に
触
れ
て
締
め
く
く
る
。

第
二
部
は

「
日
本
の
木
簡
」
。
ま
ず
Ｉ

「
日
本
木
簡
の
特
殊
性
」
（舘
野
）
で
、

長
屋
王
家
木
簡
な
ど
の
履
新
の
出
土
木
簡
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
木
簡
の
史
料

と
し
て
の
性
格
や
用
法
に
つ
い
て
の
解
説
を
丁
寧
に
行
う
。
つ
い
で
出
土
遺
跡



ご
と
に
、
Ⅱ

「都
城
遺
跡
出
土
の
木
簡
」
（館
野
▼

Ⅲ

「寺
院
遺
跡
出
土
の
木

簡
」
（鈴
木
景
一
一
・
Ⅳ

「地
方
官
衛
遺
跡
出
上
の
木
簡
」
（鷺
森
浩
幸
）
に
分
け

て
解
説
す
る
。
エ
Ｉ
Ⅳ
は
木
簡
学
会
編

『
日
本
古
代
木
簡
選
』
（岩
波
書
店
、
一

九
九
〇
年
）
の

「改
訂
増
補
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
版
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
取
り
上

げ
ら
れ
た
遺
跡
は
三
人
力
所
、
そ
の
中
に
は
木
筒
選
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
橋

寺
や
大
安
寺
な
ど
も
含
ま
れ
、
ま
た
木
簡
選
以
後
の
成
果
、
具
体
的
に
は

『木

簡
研
究
』

一
三
号
以
下
で
報
告
さ
れ
た
紫
香
楽
宮
跡
、
屋
代
遺
跡
群
、
人
幡
林

遺
跡
、
荒
田
目
条
里
遺
跡
、
長
登
銅
山
跡
、
袴
狭
遺
跡
な
ど
近
年
注
目
を
集
め

た
遺
跡
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
の
種
類
も
文
書
、
付
札

・
荷
札
、
習
書
が

ほ
ど
よ
く
配
置
さ
れ
、
封
絨
木
簡
や
画
指
木
簡
、
呪
符
木
簡
な
ど
木
簡
の
多
様

性
に
も
注
意
が
払
わ
れ
、　
一
九
九
七
年
時
点
で
の
日
本
木
簡
研
究
の
水
準
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｖ

「
日
本
木
簡
研
究
の
今
後
」
（舘
野
）
で
は
、
歴
史
学

だ
け
で
な
い
他
分
野
と
の
共
同
研
究
の
重
要
性
、
文
字
情
報
だ
け
で
な
い
木
簡

の
作
成
か
ら
廃
棄
ま
で
の
観
察
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
締
め
く
く
る
。

散
り
ば
め
ら
れ
た
コ
ラ
ム
も
、
例
え
ば
粗
山
明

「刻
歯
簡
贖
初
探
」
令
木
作

研
究
』

一
七
、　
一
九
九
五
年
）
に
基
づ
く

「刻
歯
の
あ
る
木
簡
」
な
ど
は
、
本
簡

学
会
の
会
員
諸
氏
に
は
周
知
の
こ
と
で
も
、
お
そ
ら
く

一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
興
味
深
い
事
例
で
あ
ろ
う
。
巻
末
に

「木
簡
小
事
典
」
を
中
国
編

傘
口村

昌
之
）
と
日
本
編

（佐
藤
直
子
・
舘
野
）
に
分
け
て
載
せ
、
本
文
で
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
包
山
楚
簡
な
ど
も
扱
っ
て
お
り
、
参
考
文
献
も
付
い
て
有
益
で
あ
る
。

専
門
用
語
を
噛
み
砕
い
て
平
易
に
記
述
し
、
し
か
も
注
が
付
い
て
い
る
。
事

例
は
的
確
に
集
成
さ
れ
、
形
態
情
報
も
き
っ
ち
り
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。
図
版

も
多
く
、
写
真
は
鮮
明
。
釈
文
は
適
宜
読
み
下
し
、
必
要
に
応
じ
て
現
代
語
訳

も
付
さ
れ
て
お
り
、
原
文
の
文
字
が
些
か
小
さ
す
ぎ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
全
般

に
心
配
り
の
き
い
た
啓
蒙
書
と
し
て
の
側
面
と
、
専
門
家
の
要
求
に
も
堪
え
う

る
学
術
書
と
し
て
の
側
面
と
を
併
せ
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

た
だ
第

一
部
と
第
二
部
と
は

一
七
〇
頁
ず
つ
均
等
に
頁
が
割
か
れ
て
い
る
が
、

完
全
に
没
交
渉
で
、
あ
た
か
も
二
冊
の
本
を

一
冊
に
し
た
取
り
合
わ
せ
本
の
よ

う
な
印
象
を
与
え
る
。
読
者
は

一
つ
の
皿
で
二
つ
の
異
な
っ
た
料
理
―
現
時
点

で
の
最
高
の
素
材
で
調
理
さ
れ
た
―
を
味
わ
う
ぜ
い
た
く
を
楽
し
む
べ
き
か
も

し
れ
な
い
が
、
あ
る
意
味
で
現
在
の
木
簡
学
界
の
問
題
と
限
界
を
示
し
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
評
者
は
日
本
史
を
専
攻
し
て
い
る
が
、
東
洋
史
の
池

田
温
先
生
を
中
心
と
す
る
研
究
会
で
、
雲
夢
秦
簡
の

「
日
書
」
や
張
家
山
漢
簡

の

「奏
隷
書
」
、
今
は
龍
商
秦
簡
の
報
告
を
か
な
り
幸
抱
し
て
聴
い
て
お
り
、

日
本
と
中
国
の
木
簡
に
大
き
な
隔
た
り
の
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、
今
後
は
新
た
な
出
土
木
簡
の
事
例
を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
中

国
の
木
簡
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
朝
鮮
半
島
の
木
簡
と
か
、
中
国
の
木
簡
で
も
漢

簡
で
は
な
く
、
よ
り
日
本
の
木
簡
に
近
い
と
さ
れ
る
魏
晋
の
木
簡
を
も
取
り
上

げ
た
、
次
の
段
階
の

『木
簡
』
書
が
出
現
す
る
日
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思

う
。
と
も
あ
れ
漠
簡
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
編
著
者
の
木
簡

「伝
道
者

ａ
ｓ
濡
離
↓
」
と
し
て
の
自
負
と
使
命
感
と
が
伝
わ
っ
て
く
る

一
冊
で
あ
る
。

（
一
九
九
八
年
二
月
大
修
館
書
店
刊
、
Ａ
５
版
、
三
七
六
貢
、
本
体
四
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
）


